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１．うめきた２期地区開発プロジェクトの紹介

完成イメージ
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１．うめきた２期地区開発プロジェクトの紹介

旧梅⽥貨物駅

開発敷地︓約9ha（公園︓約4.5ha）
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１．うめきた２期地区開発プロジェクトの紹介

施設規模は約555,000㎡
2024年夏頃︓先⾏まちびらき
2027年度 ︓全体まちびらき

※計画中のものであり、変更される可能性があります。

（約314,250㎡）

（約93,000㎡） （約64,200㎡）

（約72,600㎡）

公園施設
（約11,000㎡）
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１．うめきた２期地区開発プロジェクトの紹介

まちづくりコンセプト

〜「みどり」と「イノベーション」の融合拠点〜
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１．うめきた２期地区開発プロジェクトの紹介

うめきた2期

福福
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１．うめきた２期地区開発プロジェクトの紹介

環境断⾯
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：給湯
：熱源水

下水本管
（2,200Φ）

水熱源
HP給湯器

貯湯槽

シャワー、厨房南街区公園敷地駅北1号線

採熱パイプ

熱源水配管

帯⽔層蓄熱
地中熱利⽤

・夏季の冷房時に⽣じる温排熱を帯⽔層に蓄え、冬季の暖
房熱源に活⽤。また、冬季の暖房時に⽣じる冷排熱を帯⽔
層に蓄え、夏季の冷房熱源に活⽤する。
・蓄えた排熱を利⽤することで、効率的な冷暖房運転が可
能となり、ヒートアイランド抑制にも貢献。汲み上げた地下⽔
は、熱エネルギーのみを採りだしたあと、全量を同⼀帯⽔層
に戻すことで、地盤沈下を回避する。

・南北公園の間を横断する下⽔インフラ2200Φの下⽔ポテ
ンシャルを活⽤し、⼤阪市で初の⺠間事業者による下⽔熱
利⽤を実現する。
・南公園内の施設でヒートポンプ給湯システムの熱源⽔とし
て利⽤する計画とする。

・道路を挟んだ隣地に建つグランフロント⼤阪において省Ｃ
Ｏ２技術、ヒートアイランド抑制対策として導⼊した地中熱
利⽤技術を継承。
・今回の北公園内の施設でも積極的に導⼊し、効率が向
上した⽔熱源ヒートポンプを⽤いた空調利⽤を⾏う。

下⽔熱利⽤

地中熱利⽤
採熱管（深さ100m×5本）

熱源⽔配管

熱源⽔
ポンプ

膨張
タンク

⽔熱源HP
パッケージ

機械室 事務室ほか

冷媒管

１．うめきた２期地区開発プロジェクトの紹介

※国⼟交通省令和3年度第2回サステナブル建築物先導事業採択プロジェクト紹介資料を参照
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２．公園の計画

北公園イメージ

南公園イメージ
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２．公園の計画

春秋 夏 冬

⽇照時間シミュレーション ※GGN検討資料を参照
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２．公園の計画

⾵速分布（⾵向︓⻄南⻄の場合） ※⽵中⼯務店検討資料を参照
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２．公園の計画

温熱環境シミュレーション

１４時設定気象条件
気温 ︓34.8 ℃
相対湿度 ︓46%
全天⽇射量 ︓3MJ/(m2･h)
⾵（⻄南⻄）︓2.3m/s

※⽵中⼯務店検討資料を参照
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３．帯⽔層蓄熱について

温度シミュレーション
平⾯ 断⾯

北街区暖房運転開始時
（冷⽔注⼊開始時）

12⽉初

北街区暖房運転終了時
（冷⽔注⼊終了時）

3⽉末
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３．帯⽔層蓄熱について

地下⽔位、沈下量シミュレーション

北街区暖房運転終了時
（冷⽔注⼊終了時）

3⽉末
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３．帯⽔層蓄熱について

現在、⼯事中
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４．下⽔熱について
・平成23年8⽉、国交省「官⺠連携による下⽔道資源有効利⽤促進制度検討委員会」
において、下⽔道資源の有効利⽤促進に関する提⾔がまとめられる。

・平成24年度下⽔道⾰新的技術実証事業B-DASHプロジェクト（国交省）において
⼤阪市は「管路内設置型熱回収技術を⽤いた下⽔熱利⽤に関する実証事業」を
⼤阪市海⽼江下⽔処理場及び下⽔道科学館で実施。

・平成27年5⽉下⽔道法第24条第3項が改正され、再⽣可能エネルギーの活⽤を促進
するため、下⽔道の暗渠内に⺠間事業者が熱交換器を設置することを可能とする
規制緩和を⾏う。

・平成27年7⽉国交省より下⽔熱利⽤マニュアルの発⾏
・平成30年7⽉⼤阪市「下⽔道管渠内への熱交換器等の設置に関する実施要綱」施⾏
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４．下⽔熱について

：給湯
：熱源水

下水本管
（2,200Φ）

水熱源
HP給湯器

貯湯槽

シャワー、厨房南街区公園敷地駅北1号線

採熱パイプ

熱源水配管
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５．まとめ

・うめきた2期地区開発の概要を紹介しました。

・採⽤したヒートアイランド対策技術の紹介をしました。

・公園はみどり、⽔を⽤いて⾵環境、温熱環境をコントロール

・帯⽔層蓄熱、下⽔熱等先導的な取り組みについて、
運⽤後に効果検証等を実施したい。




